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Tadato OGAWA 195:3 Effects of Low Temperature on Yeast Catalase. Part 

2. Purification of Catalase. Low Temterature Science， 10. (With English resum岳
禽

p. 189) 

酵母のカタラーゼに及ぼナ低温の影響

第合報酵母カタラーゼの分離精製について後

小川忠人

(低滋科皐研究所 感主幹部門j

(隠ffl27年 9月受理〉

緒 言

多《の酔誕のIj:'でも，カグラーゼは比較的平くから分離精製が試みられてゐり，従ってまた

多くの精製誌が護去されている。 材料としては肝臓1-4)血液5-6)Ç:h~がmいられ，之等をアルコ

-;v，エ{テル守;で、鹿児して，酵素を随伴する蛋白と共に沈澱させるか，或はまた三!盟基性カ

ルシウム，水酸化アルミニウム等に1攻活せしめて抽出し，更に之等を吸着或は透析と与の方法を

繰返して精製するという方法がとられているわ。

--)]*111琵i及び昨{ぜこがカタラ{ゼを{iするととも古くから知られているにも拘らや，之P5から

カグラ{ゼ、をお11出する試みは割合に少ない。 例えば Jakoby(1918)めは硫隈アルミニウム，硫

限マグネシウム，硫破水銀汚;によって細菌カグラ{ゼ'~沈澱せしめて良質の材料乞分離し，ま

た Isajew 1904/'は臨時前よりカグラ{ゼを分離するととに成功して沿り，最近には Herbert

and Pincent (1947?)，11)は Micrococcus lysodeikticusから結，'11'，を件ているといわれていろ。また

松山氏 (19:3 :i)町は酵-(:J:カクラ{ゼについて多くの検索を行っているが，その試料には1[j1~搾酵刊:

から吸若法によって精製して件たカクラ{ゼi夜をJIjいた。

私は今回次1誌にた!i;べるような貰験に供するために，先人の方法をこ是主的、しながら比較的簡単な

方法で酵母カグラ{ゼの分雄主と試みた。

結晶分離法

材料には)1¥堅持昨年付:(ニッテン・イ{ス 1'，令次長 7(96)を月jいた。酵jij:1 kgに却して 1000cc

の;J"及び 100ccのトルオ-;L.-"と)JIlヘ， 20 'C I乙uHJ.j'lh\J f~とった後一次 ()ιC 附近に放置した (a)。

之を低j品!のまま ~m沈し， J.7古 ìt支 (b) にそのお09ó 存}i~:(1.)冷却したアセトンをこJ究~rしながらf余々に

iUmずる ω 一時IHJO'C 附近にfktE.後に， 生じたj卓心沈"IJHと<<fiめの抽出江主(b)の約 0.25谷の水に

後 北i年i立大Z手1出品科~fíJf究所:業主点 第 153~JR. 
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溶解し，9::に遠沈して不i容物を除く(出 前とは訟に溶液をその萱の 0.8容の冷アセトンで鹿

児し得られた沈法を始めの抽出液 (b)の0.1容の水にi容解，不純物を除く (d)。手cで、 M/lO燐敵

綬街液 (pH7.2)を力11へて pHを6.8に調整した後，硫安佐 0.43飽和になるように加える。生ヒ

た沈読をと迷心分離し，桜く少量のノkにi容解し謹かに遠沈(3~4 分) Lて不i容物注除き (e¥一夜

氷空手宗i:nに乞放置すれば幸#結i白;i品官日1が析H

)肝j日汗r-賊及びび、j血古血L液カかミらのカクラ{ゼの抽l出j九iについては多くの試みが1な主されているにも拘ら v歩炉，微

生物からの分離精製があまり行われていないのは， 1f1J出il支の困難さによるよりも材料に供ずべ

き微生物を樹めて大量に要するととによるものと思われる。Jl{Jち上記の抽出操作過程に於ける

ln)~搾酵母 kg 首りの各抽出液の意;及びその 1 cc詰りのカグラ{ゼ、活性皮は去に示す通りで，純

粋なカグラーゼ結!日の Kat.f. ~ 32000と仮定しでも，抽出過程rjl:llえ出iの活性度を示したbH立
についてみても酵母:1 kg蛍り約 40mg，私の得た結ffiiの Kat.f. 24200から計算しでも 52mgが

b液中に含まれているに過ぎない。

第 1表 分離操作過続に於ける抽出i{'主の議・とその Kat.f(麟搾鮮lま1.0kg岱りj

主政 11:¥ I夜最 Kat..f. (1 cc法的 total Kat. f. 

百字国:i字jlff.if，主公 ca. 2000cc 0.2818 563.6 

a i伎: ca. 2000 2.145 4290.3 

b グ 巴a.1000 1.260 1260.0 

巴 1/ 250 4.380 1095.0 

d J/ 100 11.43 1143.0 

e 1/ 10巴巴fこ1容古h したヰlj) 99.1 991.0 

投与量の潟水を加えi手jifi.i夜とした無慮明のもの。 Kat.fの討11J11:は KMnO.;による滴定法。

向，本抽出を行うに先だって，酵母液を泣mする際のj品l度訪ぴに時間jによるカタラ{ゼ、長の
挫化を示せば!;f~ 2去，第 1h~lîlの通りである。との]象情貰験はnt)~搾酵母をご*iß挫し，問主のノK~えぴ

5%*11常主tのトルオ{ルを力nへ 00C及び 20GC~保ち，カタラ{ゼ景ーの縫化を時ItJl的に追求した

ものである o

第2表 !広姥解除i学i出i"主を加滋.した場合のカタラーゼ量 (rel.k li在}

出 it 放置時Ilfj 。 1時!ill 3 6 10 15 20 24 

OQC 
前 if'主 100 88.4 76.9 70.2 67.9 68.8 81.5 74.6 

上 消i O 19.6 34.6 47.5 45.2 46.2 50.2 54.7 

200C 
前 i夜 100 74.6 79.3 93.1 88.4 84.7 83.6 54.3 

yお O 39.1 ち2.4 76.ち 72.0 62.1 50.3 27.2 
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第 1 函

m~搾酔f止を力nì出L した場合のカタラーゼ活性皮の時1111的経化
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Resume 

Am巳thodfor separatioll and purification of catalase from yωst cells was described. 


